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特集「ユビキタスコンピューティング
システム（III）」の編集にあたって

中 島 秀 之†1

ユビキタスコンピューティングは情報技術で人の日常生活を支援することを研究する分

野です．そのため関連する技術の幅が広く，センシング，情報理論，ネットワーキング，モ

バイルコンピューティング，ミドルウェア，インタラクションおよび各種アプリケーション

技術など多方面の学術的工学的分野を融合して成り立つものです．基礎理論からプラット

フォーム，さらにはアプリケーションにいたるまでの研究分野として大きく成長していま

す．出口指向の強いことが本分野の特徴です．

ユビキタスコンピューティングに関する国際会議 Ubicomp，Pervasive，情報処理学会の

ユビキタスコンピューティングシステム研究会をはじめ，多くの関連学会でユビキタスコン

ピューティングに関するセッションやワークショップが多く設けられています．最近では環

境知能（Ambient Intelligence）に関する会議もさかんになりつつあります．

そこで，本分野の優れた論文を一括掲載して情報処理学会会員に有意義な情報を提供する

とともに，本分野の発展に寄与することを目的として，「ユビキタスコンピューティングシ

ステム（III）」と題する特集号を企画いたしました．

本特集号には，合計 25編の投稿があり，審査の過程で 2編取り下げがありましたが，最

終的に 6編の論文が採択されました．採択された論文のテーマとしては，センサシステム

からインタフェース，そして周辺分野であるロボットに関するものまで，ユビキタスコン

ピューティングシステムに関する高度でかつ多方面の論文を掲載できたと考えております．

不採録になった論文には，新しいインタフェースに関するアイデアに優れたものや，都市生

活を支える社会システムに関するものがありましたが，主張を裏付ける実験や評価が不足し

ている傾向が多々見受けられました．本分野における評価や有効性を実証することは容易で
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はありませんが，再検討，再評価をし，再投稿いただくことを切望いたします．

最後に，本特集号の機会を与えていただいた論文誌編集委員会と，多忙にもかかわらず迅

速で丁寧な査読にご尽力いただいた特集号編集委員，論文査読者の各位に感謝いたします．
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